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ただければ幸いである。CSTA のCSS の 2017 年改定版は，2011 年版と大きな変更があるので，留意された
い。2011 年版では，Educational Technology の文脈が前面に出ているスタンダーズ（参照基準）であった。
しかし，2017年版は，Computer Science と共に，Information Technology and Engineering Studiesの文脈
が強調されているスタンダーズ（参照基準）である。諸外国の教育分野では，「Educational Technology（わが
国では教育工学と邦訳する事例が多い）」，「Science Education Studies（科学教育研究）」，「Technology and 
Engineering Education Studies（技術・エンジニアリング教育研究）」の領域固有性が重視されている。例え
ば，米国では，Educational Technology を主たる教育研究分野とする学協会として，ISTE（International 
Society for Technology in Education），AECT（The Association for Educational Communications and 
Technology)等がある。米国のコンピューティングの科学教育研究学協会としては，前述の CSTA 等がある。
米国の技術・エンジニアリング教育研究分野の学協会としては，ITEEA（International Technology and 
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６月）［日本科学教育学会平成 29 年度日本科学教育学会第 10 回研究会（東海支部開催，開催地：三重











育学会，第 61 回全国大会（信州）講演要旨集（期日：2018 年８月 26 日，会場：信州大学教育学部），
p.148（2018） 
ISOBE, Masataka・OOMORI, Yasumasa・UENO Tomohiro・YAMAZAKI, Sadato: Characteristics of 
Australian Educational Guidelines on Technologies for Years 1 to 10 in 2015 Revision from a View of 
the Comparative Curriculum Study on Japan, Australian and the United Kingdom，日本産業技術教
























山崎 貞登：「21 世紀の技術教育」の歩み，日本産業技術教育学会第２回技術教育アイディアソン 2018 シ
ンポジウム・パネラ （ー期日：2018年12月15日，会場：TKP東京駅八重洲カンファレンスセンター，
カンファレンスルーム9B），pp.1-4（2018） 








愛知教育大学 磯部 征尊，上越教育大学大学院 大森 康正
相模女子大学小学部 川原田 康文，（株）CA Tech Kids 上野 朝大 
第１部では，我が国の小学校段階におけるプログラミング教育に関連して，文部科学省，経済産業省における
「教育の情報化」の一層の充実を向けた提言を紹介する。次に，2018 年11 月の文部科学省『小学校プログラミ






レベル1B（８～11 歳），レベル2（11～14 歳），レベル3（14～16 歳）から構成されていた。また，ITEEA は，
特に 2014 年以後に CT と STEM 教育学習リソースの公開が急増していた。イングランドの CAS では，Key 





















































































































































CSTA (Computer Science Teachers Association; 全米コンピュータ科学教育者学協会) Standards Task Force 
（2011）は，初版の「CSTA K（幼稚園）-12 （第12 学年）Computer Science Standards」を公表した。同初
版については，大森ら（2016）の解説がある。CSTA Standards Task Force（2017）は，改定版の「CSTA K-12 
Computer Science Standards」を公表した（表１－２）。 














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































理 モデ ルを創 造す るこ と
(P4.4) 



































































































































































































































































































































































































































単元・題材学習凡例集(Schemes of Work)（草稿）で提案された，計５段階から構成された学習到達水準表［出典：Assembled, 
collated and in a large part written by James Feanley. Amended by Steve Gatehouse: Draft-Scheme of Work for 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2) CSTA (Computer Science Teachers Association) Standards Task Force: CSTA K-12 Computer Science 
Standards, CSTA (2011) https://www.csteachers.org/page/standards （2019年１月４日閲覧） 
3) CSTA (Computer Science Teachers Association) Standards Task Force: CSTA K-12 Computer Science 





5) James Feanley assembled, collated and in a large part wrote, and Steve Gatehouse amended: Draft-





















17) 文部科学省：『小学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編』，東洋館出版社（2018i） 
18) 大森康正・磯部征尊・寒川達也・山崎貞登： 2014年実施のイングランドのナショナルカリキュラム「Design








開発（課題番号 25350240），平成 25 年度～27 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））第１年次研究成果
報告書（2014）http://hdl.handle.net/10513/00007425（2019年１月４日閲覧） 
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開発（課題番号 25350240），平成 25 年度～27 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））第２年次研究成果
報告書（2015）http://hdl.handle.net/10513/00007426（2019年１月４日閲覧） 
23) 山崎貞登（研究代表者）：防災・エネルギー・リスク評価リテラシー育成の科学・技術連携カリキュラムの
開発（課題番号 25350240），平成 25 年度～27 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））第３年次研究成果
報告書（2016）http://hdl.handle.net/10513/00007427（2019年１月４日閲覧） 
24) 山崎貞登（研究代表者）：プログラミング的思考力を育成する技術・情報教育課程基準（課題番号17K01023），
平成 29 年度～31 年度科学研究費補助金（基盤研究（Ｃ））第１年次研究成果報告書（2018）
http://hdl.handle.net/10513/00007428（2019年１月４日閲覧） 





















































実施時数 年間16時間 実施時数 年間16時間 






































































































（課題番号17K01023）（2018）http://hdl.handle.net/10513/00007428 （2018年 12月 17日最終閲覧） 
川原田康文,「ロボットを使った論理的思考力を育むカリキュラムの開発」,横浜国立大学教育人間科学部紀要 自
然科学 第 11集, pp1-8（2009)










表２－２ WeDo2.0 のカリキュラム表 入門プロジェクト・基礎プロジェクト（指導内容・指導項目・評価規準） 












































































































































































































































































































































































































































































































































表２－３ カリキュラム表（理科の学習との関連 LEGOWeDo2.0 教師用ガイドより） 
























































































































































































































































事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み） ・PC・ マスキングテープ・メジャー（1.5m）など
入門プロジェクト５ ねらい ・ マイロとプログラムのつくり方について知る・ プログラムの意味を理解しよう
学習活動 教師の働きかけ 備考
【導入】 ・ iPad の電源を入れる アプリの起動
・ アプリ内にあるビデオをみて，科学者が危険な場所で使うロボットについ
て考えるもし，人間が行くとしたらについても比較しながら考えさせる






【展開】 ・ A 科学探査機マイロをつくろう






























事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み） ・PC・ 定規 メジャー
入門プロジェクト６ ねらい ・ モーションセンサを使ったプログラムについて知る・ モーションセンサのような身の回りのセンサに興味を持ち，調べる
学習活動 教師の働きかけ 備考




・ A 科学探査機マイロ＋B マイロのモーションセンサをつくろう





























事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み) ・PC











・ A 科学探査機マイロ＋C マイロのモーションセンサをつくろう
























事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み) ・PC・ マスキングテープなど






























事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み) ・PC



































事前準備 ・ WeDo  ・iPad（充電済み) ・PC

















































・ iPad の電源を入れる アプリの起動
・ おたまじゃくしロボットをつくる 歩く＆カエルロボット

















事前準備 ・ WeDo  iPad・ 画用紙（ハガキサイズ）































事前準備 ・ WeDo   ・iPad（充電済み） ・PC・ 斜面




























・ WeDo  ・iPad（充電済み） ・PC
・ メジャー
基礎プロジェクト 速度
基礎プロジェクト２ ねらい ・ 車ロボットを作って，走る速さとかかる時間，移動距離について考える
学習活動 教師の働きかけ 備考
【導入】







































・ WeDo  ・iPad（充電済み） ・PC 
・ メジャー 
基礎プロジェクト ハチと花ロボット 
基礎プロジェクト５ ねらい ・ ハチと花ロボットを作って，植物と昆虫などの生物の関係ついて考える ・ 受粉のしくみやそれを生物が助けていることを理解する 








・ iPad の電源を入れ，アプリを起動しよう 
・ ハチと花ロボットをつくろう 































・ WeDo  ・iPad（充電済み） または PC 
・ 水門付近の絵を描くための模造紙，クーピー等 
基礎プロジェクト 水門ロボット 
基礎プロジェクト６ ねらい ・ 水門ロボットをつくり，水害を防ぐ方法を考える ・ 自然災害と自分たちの生活について考える 









・ iPad の電源を入れ，アプリを起動しよう 
・ 水門ロボットをつくろう 
・ 水門ロボット周辺のイメージする絵を描こう（分担して行う） 

































・ WeDo  ・iPad（充電済み） ・PC
・ メジャー
基礎プロジェクト 地震ロボット














































































WeDo2.0 学習指導案（ゴミとリサイクル ） 
テキストｐ28
事前準備

















































上越教育大学 山崎 貞登 
2.2.1 はじめに 





































































３年生（１学級）：総合的な学習の時間：IchigoJam CutleryApps → IchigoJam BASIC「テキストでLチカ&カ
ムロボットと遊ぼう」





11:25 ４校時授業開始 1年生&３年生の２学級公開 
12:10 ４校時授業終了 




16:00 講評「前原小の実践を巡って IーchigoDake、IchigoIgai、CutleryApps等々」 















また，前原小学校の実践と，STEM（Science, Technology, Engineering and Mathematics）教育やSTEAM














のみならず，Physical（体育・ダンス表現・ドラマ表現）, Manual（手工芸）, Language & Liberal (including; 










































































































































































筆者らは，2014 年実施のイングランドのナショナルカリキュラム「デザインとテクノロジー（Design and 
























1) Bybee, R.: “What Is STEM Education?”, Science, vol.329, Issue.5995, p.996 (2010)
2) 中央教育審議会：中央教育審議会第一次答申 21世紀を展望した我が国の教育の在り方について，第２部
学校・家庭・地域社会の役割と連携の在り方，第１章  これからの学校教育の在り方，(1) これからの学
校教育の目指す方向，[6] 教科の再編・統合を含めた将来の教科等の構成の在り方（1996）
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chuuou/toushin/960701.htm（2019年１月４日閲覧） 





6) Ichigojamサイト： https://ichigojam.net/about.html （2019年１月４日閲覧） 































19) 東京都小金井市立前原小学校 未来の「学び」プロジェクト https://peatix.com/user/1717076?lang=ja
（2019年１月４日閲覧） 
20) 東京都小金井市立前原小学校プログラミング授業の通奏低音  ー全部 IchigoJam !!!!
https://peatix.com/event/447138（2019年１月４日閲覧） 
21) 東京都小金井市立前原小学校：「前原のプログラミング（2019.1.1現在）©松田 孝校長」（私信） 
22) Yakman, G. : STEAM Education: an overview of creating a model of integrative education, Proceedings
of the 2008 PATT (Pupils’ Attitude Towards Technology) - 20 International Design and Technology
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開発（課題番号 25350240），平成 25 年度～27 年度科学研究費補助金（基盤研究（C））第２年次研究成果
報告書（2015）http://hdl.handle.net/10513/00007426（2019年１月４日閲覧） 
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平成 30年 11 月 30 日（金）
第4校時
小金井市立前原小学校
第 1 学年 1 組 32 名 指導者 久保 理恵
(1)本時の目標
・自分の想像したイメージをプログラミングで表現できる。
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平成 30年 11月 30日（金） 
第４校時（11：25～12：10） 
小金井市立前原小学校 






























探求の段階 時 主な学習活動 評価規準【評価方法】 























































































第３部 「技術分野 資質・能力系統表［中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 技術・家庭編 平成29年７月，p.60］」を評
価規準項目とした技術分野３年間の指導計画及び学習指導案集の一事例 
上越教育大学大学院 山崎 貞登 
上越教育大学大学院修士課程院生 泉 信也 
愛知教育大学 磯部 征尊，上越教育大学大学院 大森 康正 
相模女子大学小学部 川原田 康文，（株）CA Tech Kids 上野 朝大














ちに大森ら（2018）を一部修正・再考して，新たな論文が 2018 年３月に刊行予定である（大森ら，印刷中）。 
大森ら（2018）と大森ら（印刷中）の２論文の要点を，以下に列挙したい。 








中央教育審議会（中教審）は，2016 年 12 月 21 日，「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校
の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（2016 年 12 月 21 日）を答申した（中教審，2016）。同初
等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ（以下，ワーキング）（第
12 回）は，2017 年 10 月 16 日に第 1 回ワーキンググループを開催して以来，計 12 回の会議を開催した［中教
審初等中等教育分科会教育課程部会「児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ，2018］。2018 年 12 月
17 日の教育課程部会との合同会議の席上，「資料 1-1 児童生徒の学習評価の在り方について（これまでの議
論の整理について（案））」が公開されて，翌日の 12 月 18 日からパブリックコメントの募集が開始された。 



























は，「学力評価」を意味する（Kimbell et al,1996：p.70）。なお，Kimbell 氏は，ロンドン大学技術科教育研究
室名誉教授で，イギリス技術科の学習評価研究の第一人者である。
一方，アメリカ合衆国（以下，アメリカ）の技術・エンジニアリング教育の最大学協会の ITEEA



























































































 上記のように，2017 年告示中学校学習指導要領に対応した参考資料は，上記のワーキングの「資料 1-1 児
童生徒の学習評価の在り方について（これまでの議論の整理について（案））」に基づいて，今後喫緊に作成さ
れると思われる。そこで，本研究では，文部科学省（2018b）『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説 




表３－１ 技術分野 資質・能力系統表［出典：文部科学省：『中学校学習指導要領（平成 29 年告示）解説
技術・家庭編 平成 29 年７月』，開隆堂（2018b）の p.60］  











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































計 87.5 時間 知識・技能 19 項目(35%)，思考・判断・表現
17 項目 (31%)，主体的に学習に取り組む態















































































































































































































































































































































































































































































































































 地域品種 F1品種 バイオテクノロジー品種 











































































































































































































































































 白熱電球 LED電球 
明るさ 810lm 810lm 
消費電力 60W 10W 
発光効率 810/60=13.5lm/W 810/10=81lm/W 
 
 



































































価格 約162円 約786円 約1,450円 
月間の電気代（１日８時
間使用） 
約336円 約68円 約49円 
年間の電気代（１日８時
間使用） 








































































































 植物工場 畑栽培（露地栽培） 


































































































































































  http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/080/index.htm（2018年12月24日最終閲覧） 
International Technology and Engineering Educators Association: Standards for Technological Literacy: Content for the Study of 






KIMBELL, Richrad, STABLES, Kay and GREEN Richard: Understanding Practice in Design and Technology, Open University 







文部科学省：『中学校学習指導要領解説 技術・家庭編 平成20年９月』，教育図書（2008） 
文部科学省：『中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 総則編 平成29年７月』，東山書房（2018a） 






















3.2   材料と加工に関する技術［内容Ａ（１）（２）（３）］の学習指導案事例（第１学年次履修） 
 
第 1学年「A材料と加工に関する技術」 














































































































































































































 ・材料と加工の技術の見方・考え方の気付き[A(1)【思考 下】（評価方法：ワークシート・行動観察）] [文部科










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 けがきができる。 安全・適切な製作や検査・点検等ができる技能[Ａ(2)【知技】ワークシート・行動観察] 
 
２ 展開 











































































































































































































































 ①さしがね…K社教科書 54,55 頁（T社教科書 68 頁，Y社教科書 28，
34 頁） 
  けがきが必要なことを教える。 
②のこぎり 
 ・危険…切り傷 
 ・安全…正しい実践活動方法（Ｋ社教科書 56～58 頁，Ｔ社教科書
70～71 頁，Ｙ社教科書 28～29，35～36 頁） 




 ・安全…正しい実践活動方法（K社教科書 67 頁，T社教科書 78 頁，
Y社教科書 26 頁） 




 ・安全…正しい実践活動方法（K社教科書 68 頁，T社教科書 78～79
頁，Y社教科書 27，30 頁） 






かんな…K社教科書 60～61 頁（T社教科書 73 頁，Y社教科書 31 頁） 
糸鋸盤…K社教科書 58 頁（T社教科書 71 頁，Y社教科書 117 頁） 





























































かんな…K社教科書 60～61 頁（T社教科書 73 頁，Y社教科書 31 頁） 
糸鋸盤…K社教科書 58 頁（T社教科書 71 頁，Y社教科書 117 頁） 





























































































かんな…K社教科書 60～61 頁（T社教科書 73 頁，Y社教科書 31 頁） 
糸鋸盤…K社教科書 58 頁（T社教科書 71 頁，Y社教科書 117 頁） 

















































































































































































































































































































































































































































































































































3.3   「D(1)生活や社会を支える情報の技術」「D(2)ネットワークを利用した双方向性のあるコンテンツのプログ
ラミングによる問題の解決」（全10時間）学習指導案事例（第１学年次履修） 
 





























































































































































































































































































































































 本時の学習（全16時間 本時２時間） 
(１)本時の目標 

















































































































































































































































































































的な原理・法則の理解･･･ D(1)【知技 上】 
＜評価方法：行動観察，学習シート＞ 
【評価規準Ｂの判断のポイント】 


































・情報の技術に込められた工夫を読み取る力･･･ D(1)【思考 上】＜行動観察，学習シート＞ 
 
（２）本時の展開 

























































































































































本時の評価規準：情報の技術に込められた工夫を読み取る力･･･ D(1)【思考 上】＜行動観察，学習シート＞ 
◎評価規準 








































































































































































































































































































































































  ・適切なプログラムの制作，動作の確認及びデバッグ等ができる技能･･･D(2)【知技 下】＜学習シート・行動観察＞ 
(２)本時の展開 


























































































































 適切なプログラムの制作，動作の確認及びデバッグ等ができる技能･･･D(2)【知技 下】＜学習シート・行動観察＞ 
評価規準： 







































































































































































・兼宗 進 氏（大阪電気通信大学・教授） 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































  １木製ラックの穴あけ（保護眼鏡が必要） 
  ２スタンドアームの穴あけ（保護眼鏡が必要） 





















































































































































































































































































































































































































































































































































































  電気，運動，熱などについての科学的な原理・法則の理解･･･C(1)【知技 上】＜学習シート・行動観察＞ 
 
(２)本時の展開 

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3.5   「Ｂ生物育成の技術」の学習指導案事例（第２学年次履修）（全12時間） 
 































































































































































































































































































































































































































































地域品種（Ｎ菜） F1品種（Ｏ菜） バイオテクノロジー品種（Ｂ菜） 
















































































































































バイテク品種「Ｂ菜」   です。
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月 4 月     5 月           6 月                  7 月 
栽培活動 第１回試行 第２回工夫・改良 





種まき マルチシートに棒などで目印をつけ，1cm 程度の深さの穴を 3 品種×5 箇所分つくり，それ







































































































































































よくできた ・ まあまあ ・ うまくできなかった 
・上手に種をまくことができたか？
よくできた ・ まあまあ ・ うまくできなかった 
自己評価記述 


















































































































Ｂ生物育成に関する技術 ４時間目 学習資料 
作物の栽培記録をつけよう 
生育調査表 班のみんなの生育調査結果を記録しよう。（日付：  月 日） 
氏名 品種 液肥種類 LED 有・無 発芽率（％） 最大葉長（cm）最大葉幅(cm) 葉数（枚） 収穫重(g) 
A Ｎ菜 化学 
有 85 
無 70 










































□Ｋ社教科書 153 頁の「31 図 栽培記





























Ｂ生物育成の技術 ５時間目 観察記録 
作物の栽培記録をつけよう 
生育調査表 班のみんなの生育調査結果を記録しよう。（日付：  月 日） 
氏名 品種 液肥種類 LED 有・無 発芽率（％） 最大葉長（cm）最大葉幅(cm) 葉数（枚） 収穫重(g) 
A Ｎ菜 化学 有 85 5.5 3.0 ３ 無 70 
B Ｏ菜 有機 有 88 無 65 
C Ｂ菜 有機 有 82 無 60 





































○○菜栽培記録（ 回）   年  組 番  氏名： 




































































































収穫調査表 班全員の収穫調査結果を記録して，比較・考察しよう。（日付： 月 日） 
氏名 品種 液肥種類 LED 有・無 発芽率（％） 最大葉長（cm）最大葉幅(cm) 葉数（枚） 収穫重(g) 
A Ｎ菜 化学 
有 85 8.5 6.5 ７ 3.5 
無 70 































































































































































































































□Ｋ社教科書 153 頁の「31 図 栽培記













































































































































































































































































































































Ｂ生物育成の技術 11時間目 ワークシート 





















































Ｂ生物育成の技術 11時間目 ワークシート 










































































































































































































































































































































































 赤色の歯車（ 20 ）枚 
 青色の歯車（ 40 ）枚 




ｂのどちらの方向に回転するかな？     （a）の方向 
② 黄色の歯車が 1 回転すると、赤色の歯車は（ 3 ）回転す
るので、赤色の歯車の回転速度は黄色の歯車の回転速度の
（ 3 ）倍になる。 
































































































































 本時の学習（全７時間 本時２時間） 
(１)本時の目標 
  ・運動（トルクと速度伝達比）についての科学的な原理・法則の理解･･･C(1)【知技 上】＜評価方法：学習シート，行動観察＞ 
 
（２）本時の展開 







































































① 青色の歯車が1回転すると、赤色の歯車は（ 2 ）回転するので、
赤色の歯車の回転速度は青色の歯車の回転速度の（ 2 ）倍にな
る。 







① 左図の、青色の歯車Aが1回転すると、青色の歯車Bは（ 2 ）
回転するので、赤色の歯車Bは（ 4 ）回転する。したがって、
回転速度は青色の歯車 A に比べて青色の歯車 B の回転速度は
（ 2 ）倍となり、赤色の歯車Bの回転速度は（ 4 ）倍になる 













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































赤色の歯車 （ 20 ）枚 
青色の歯車 （ 40 ）枚 




な？        （ a ）の方向
② 黄色の歯車が 1 回転すると、赤色の歯車は
（ 3 ）回転するので、赤色の歯車の回転速度
は黄色の歯車の回転速度の（ 3 ）倍になる。 
③ 青色の歯車が 1 回転すると、赤色の歯車は
（ 2 ）回転するので、赤色の歯車の回転速度
















出典：「TECH 未来サイト」 http://techmirai.jp/archives/1428 
１－２「動力伝達のしくみを理解する」 
歯車の組立を通して機構を理解しよう
年  組  番 氏 名 
３．歯車（ギヤ）の特徴をさらにつかもう！ 
（１）歯車の組み合わせについて考えてみよう
① 青色の歯車が 1 回転すると、赤色の歯車は
（ 2 ）回転するので、赤色の歯車の回転速度
は青色の歯車の回転速度の（ 2 ）倍になる。 
② 赤色の歯車が 1 回転すると、青色の歯車は
（ 1/2 ）回転するので、青色の歯車の回転速度







① 左図の、青色の歯車 A が 1 回転すると、青色の
歯車 B は（ 2 ）回転するので、赤色の歯車 B
は（ 4 ）回転する。したがって、回転速度は
青色の歯車 A に比べて青色の歯車 B の回転速度
は（ 2 ）倍となり、赤色の歯車 B の回転速度
は（ 4 ）倍になる。
② 赤色の歯車 B が 1 回転すると、赤色の歯車 A
は（ 1/2 ）回転するので、青色の歯車 A は
（ 1/4 ）回転する。したがって、青色の歯車 A
の回転速度は赤色の歯車Bの回転速度の（ 1/4 ） 
倍になる。
発展
③ 以上の結果から、「赤色と青色」の歯車の組み合わせを段々にして 2 つ使った機構について、気付い
たことをまとめてみよう。
・「赤色と青色」の歯車の組み合わせを段々にして 2 つ使うことによって、回転数や回転速度は 
1つの組み合わせに比べて 2 倍や 1/2 倍となる。 
2 
140
出典：「TECH 未来サイト」 http://techmirai.jp/archives/1428 
１－２「動力伝達のしくみを理解する」 
歯車の組立を通して機構を理解しよう
年  組  番 氏 名 
３．歯車（ギヤ）の特徴をさらにつかもう！ 
（１）歯車の組み合わせについて考えてみよう
① 青色の歯車が 1 回転すると、赤色の歯車は
（ 2 ）回転するので、赤色の歯車の回転速度
は青色の歯車の回転速度の（ 2 ）倍になる。 
② 赤色の歯車が 1 回転すると、青色の歯車は
（ 1/2 ）回転するので、青色の歯車の回転速度







① 左図の、青色の歯車 A が 1 回転すると、青色の
歯車 B は（ 2 ）回転するので、赤色の歯車 B
は（ 4 ）回転する。したがって、回転速度は
青色の歯車 A に比べて青色の歯車 B の回転速度
は（ 2 ）倍となり、赤色の歯車 B の回転速度
は（ 4 ）倍になる。
② 赤色の歯車 B が 1 回転すると、赤色の歯車 A
は（ 1/2 ）回転するので、青色の歯車 A は
（ 1/4 ）回転する。したがって、青色の歯車 A
の回転速度は赤色の歯車Bの回転速度の（ 1/4 ） 
倍になる。
発展
③ 以上の結果から、「赤色と青色」の歯車の組み合わせを段々にして 2 つ使った機構について、気付い
たことをまとめてみよう。
・「赤色と青色」の歯車の組み合わせを段々にして 2 つ使うことによって、回転数や回転速度は 
1つの組み合わせに比べて 2 倍や 1/2 倍となる。 
2 





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































・兼宗 進 氏（大阪電気通信大学・教授） 
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      「なんらかの実害を受けてはじめてサイバー攻撃されていることを知った」というケースではすでに遅く、たとえば屋内に設置し
たセキュリティカメラを覗き見されているだけであれば、気づくことなくプライベートを丸裸にされてしまう可能性もあります。 
    あるいは各デバイスが取得したビッグデータを保存するクラウドが攻撃を受け、大規模なデータ漏洩に発展する可能性もあります。 
    ユーザーとしては、 
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